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木の実を使ってクラフト作り♪
（８月３日　町政バス　ふるさと自然塾）
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今月のみどころ
・�特集「第 6回全国禹王サミッ
ト in 富士川」
・�大雨・台風災害に備えましょ
う

【くらしのカレンダー】
・平成 30年成人式のお知らせ



「
禹
王
」
？

　
禹
王
は
、
中
国
最
古
と
言
わ
れ
る

夏か

王お
う

朝ち
ょ
う（

紀
元
前
2
0
7
0
年
）
で

最
初
の
皇
帝
と
な
っ
た
人
で
す
。

　
古
代
中
国
に
お
い
て
、「
黄
河
を
治

む
る
者
は
、
天
下
を
治
む
」
と
言
わ

れ
て
お
り
、
氾
濫
を
繰
り
返
す
黄
河

の
治
水
を
行
う
こ
と
こ
そ
が
、
為
政

者
（
政
治
家
）
と
し
て
の
条
件
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
禹
王
は
、
そ
の
黄
河
を
治
め
た
こ

と
か
ら
治
水
家
と
し
て
、
ま
た
勤
勉

な
聖
人
と
し
て
尊
敬
さ
れ
、「
治
水
の

神
様
」
と
し
て
崇
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
そ
の
伝
承
は
日
本
に
も
伝

え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
禹
王
は
、「
大だ

い

禹う

」「
夏か

禹う

」

「
文ぶ

ん

命め
い

」と
も
呼
ば
れ
、日
本
各
地
の

水
害
に
悩
む
地
域
な
ど
で
石
碑
や
木

像
、
屏
風
絵
な
ど
と
し
て
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
治
水
や
土
木
工
事

の
際
に
は
、
川
の
安
全
を
願
っ
て
広

く
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

「
禹
王
サ
ミ
ッ
ト
」と
は
？

　
禹
王
サ
ミ
ッ
ト
は
、
治
水
神
・
禹

王
研
究
会
（
大
脇
良
夫
会
長
）
の
会

員
の
ほ
か
、
全
国
各
地
の
禹
王
研
究

家
や
禹
王
の
遺
跡
が
所
在
す
る
自
治

体
の
関
係
者
ら
が
参
加
し
、
地
元
の

皆
さ
ん
と
交
流
と
親
睦
を
図
る
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
舞
台
で
あ
る

「
富
士
川
」は
、国
内
で
も
屈
指
の
大

河
で
あ
り
、
武
田
信
玄
に
よ
る
「
信

玄
堤
」
な
ど
の
治
水
策
が
全
国
に
広

く
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら「
禹
王
伝
承
の
謎
解
き
に
は
、

富
士
川
治
水
の
理
解
が
不
可
欠
だ
」

と
の
声
も
多
く
、
今
回
富
士
川
町
が

開
催
地
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
禹
王

を
通
じ
た
日
中
の
文
化
交
流
の
一
つ

と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

富
士
川
の治

水
工
事
と
舟
運

　
慶
長
12
年
（
西
暦
1
6
0
7
年
）、

徳
川
家
康
は
、
至
難
と
さ
れ
て
い
た

富
士
川
の
開
削
工
事
を
京
都
の
商

人・角
す
み
の

倉く
ら

了り
ょ
う

以い

に
命
じ
ま
し
た
。
了

以
は
、巧
み
な
土
木
技
術
を
駆
使
し

て
開
削
を
続
け
、慶
長
19
年
頃
に
は
、

鰍
沢
の
河
岸
か
ら
富
士
川
の
河
口
ま

で
全
長
72
㎞
を
通
船
可
能
と
さ
せ
ま

し
た
。
こ
の
開
削
に
よ
り
富
士
川
舟

運
が
始
ま
り
、
約
3
0
0
年
の
間
、

鰍
沢
河
岸
は
流
通
の
拠
点
と
し
て
大

開催日時
　10月7日（土）13時15分〜
　    　 8日（日）  8時 30分〜
会　　場
　ますほ文化ホール　入場無料

　
古
代
中
国
の
皇
帝
で
治
水
の
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る「
禹う

王お
う

」。
そ
の
禹
王
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
伝

承
を
話
し
合
う
「
第
6
回
全
国
禹
王
サ
ミ
ッ
ト
」
が
10
月
7
日
（
土
）、
8
日
（
日
）
に
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、「
禹
王
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
に
先
立
ち
、
禹
王
に
つ
い
て
特
集
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。▲中国河南省にある禹王像。治水の神の

ため、笠をかぶり、土木工事に用いる鋤
すき

を手にしている。
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き
く
繁
栄
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
地
域
は
長
い
間
、
豪

雨
の
際
に
洪
水
や
浸
水
の
被
害
に
悩

ま
さ
れ
、
昭
和
57
年
の
台
風
10
号
で

は
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
富
士
川

の
川
幅
を
広
げ
る
「
禹
之
瀬
河
道
整

正
事
業
」
が
、
昭
和
62
年
か
ら
平
成

7
年
ま
で
の
間
、
総
事
業
費
約
35
億

円
と
い
う
大
規
模
な
富
士
川
の
歴
史

的
改
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
と
禹
王
の
関
連
は
？

　
全
国
の
「
禹
」
に
関
係
す
る
遺
跡

は
、
39
都
道
府
県
で
1
3
1
か
所
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
に
お
い

て
は
、
全
部
で
7
か
所
確
認
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
う
ち
の
4
か
所
が
富
士

川
町
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

①
禹
之
瀬

　
富
士
橋
の
南
側
、
清
水
端
付
近
の

地
名
。
県
内
で
は
、
と
て
も
で
き
な

い
よ
う
な
こ
と
を「
禹
之
瀬
の
開
削
」

に
例
え
、「
禹
之
瀬
の
開
削
み
た
い
な

こ
と
を
言
う
な
」
と
使
わ
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。
命
名
の
由
来
は
、
文
献

に
は
な
く
、
な
ぜ
禹
之
瀬
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。禹
之
瀬
命
名
の
謎
解
き
は
、

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
焦
点
の
一
つ
に

な
り
そ
う
で
す
。

②
富
士
水
碑

　
禹
之
瀬
右
岸
に
建
ち
、
富
士
川
の

開
削
工
事
を
成
功
さ
せ
た
角
倉
了
以

の
功
績
を
称
え
た
碑
で
1
7
9
7
年

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
碑
文
に
は

「（
富
士
川
の
開
削
は
）
禹
王
に
さ
え

で
き
な
い
ほ
ど
の
難
事
業
だ
」
と
禹

王
が
引
き
合
い
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
禹
之
瀬
河
道
整
正

事
業
竣
功
の
碑

　
富
士
橋
の
た
も
と
に
建
ち
、
禹
之

瀬
河
道
整
正
事
業
の
竣
功
を
記
念
し

て
平
成
7
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

④
禹
之
瀬
開
削
記
念
碑

　
富
士
水
碑
の
南
側
に
建
ち
、
禹
之

瀬
の
開
削
を
記
念
し
て
地
域
住
民
に

よ
り
平
成
20
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

特集

　第 6回 全国禹
う

王
おう

サミット
in　富士川

▲昭和 62年の改修前の禹之瀬
▲富士水碑と碑文に記される「禹」
の文字
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サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
あ
た
り
、
治

水
神
・
禹
王
研
究
会
の
大
脇
良
夫
会

長
と
町
文
化
協
会
郷
土
研
究
部
の
保

坂
實
部
長
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

大
脇
：
富
士
川
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
日

本
全
国
か
ら
1
0
0
人
以
上
、
中
国

本
土
か
ら
も
6
人
ほ
ど
参
加
さ
れ
、

賑
や
か
に
な
り
ま
す
。
禹
王
は
、
中

国
と
日
本
を
中
心
と
す
る
漢
字
文
化

圏
の
国
々
が
仲
良
く
共
有
し
合
う
平

和
な
守
り
神
「
治
水
の
神
」
で
す
。

こ
の
こ
と
を
記
念
し
て
平
成
22
年
か

ら
全
国
サ
ミ
ッ
ト
を
開
始
し
て
今
回

が
6
回
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
開
催
地
を
た
ど
っ
て
み
ま
す
と
神

奈
川
県
開
成
町
（
酒
匂
川
）
→
群
馬

県
尾
瀬
・
片
品
村
（
利
根
川
）
→
香

川
県
高
松
市
（
香
東
川
）
→
広
島
県

広
島
市
（
太
田
川
）
→
大
分
県
臼
杵

市
（
臼
杵
川
）
→
山
梨
県
富
士
川
町

（
富
士
川
）と
バ
ト
ン
リ
レ
ー
し
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
名
だ
た
る
大
河
に

接
し
「
水
の
恵
み
と
難
」
を
表
裏
一

体
に
体
験
し
て
き
た
地
で
す
。
そ
の

各
地
が
語
り
合
い
連
携
し
て
「
水
」

と
仲
良
く
調
和
し
て
生
き
る
知
恵
を

探
り
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
富
士

川
を
テ
ー
マ
に
大
い
に
学
び
合
い
た

い
で
す
ね
。

保
坂
：
旧
鰍
沢
町
は
、
長
い
間
台
風

な
ど
に
よ
る
水
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
禹
之
瀬
河
道
整
正
工

事
の
完
成
後
は
、
水
被
害
も
な
く
住

民
の
安
全
と
安
心
が
保
た
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
そ
の
禹
之
瀬
河
道
整

正
工
事
の
着
工
か
ら
30
年
と
い
う
節

目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
記
念

す
べ
き
節
目
の
年
に
「
全
国
禹
王
サ

ミ
ッ
ト
」
が
富
士
川
町
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
は
大
変
意
義
あ
る
こ
と
だ
と

感
じ
ま
す
。
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

に
も
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

10月 7日（土）
13：00	 開場
13：15	 オープニング
13：30	 あいさつ
13：50	 基調講演「富士川の治水・利水史と禹王」
	 講師　富士常葉大学名誉教授　竹林　征三　氏
15：00	 休憩
15：10	 パネルディスカッション
	 テーマ　富士川の防災とまちづくり
	 導入講演「富士川の水害」
	 　山梨大学名誉教授　砂田　憲吾　氏（コーディネーター）
	 パネリスト　甲府河川国道事務所所長　尾松　智　氏
	 　　　　　　治水神・禹王研究会理事、群馬県片品村親善大使　賀川　一枝　氏
	 　　　　　　町長　志村　学　氏
17：30	 ますほ文化ホールから交流会会場へ移動
18：00	 	交流会（会費制）※どなたでも参加できます。参加希望の方は、お問い合わ

せください。全国各地の方との交流を楽しみましょう。

10月 8日（日）
	 8：30	 現地見学（富士水碑・禹之瀬など）
	 ※事前申込が必要となります。
10：00	 特別講演「禹王遺産研究の現状と富士川水系」
	 講師　佛教大学名誉教授　植村　善博　氏
10：50	「ウオートーク（禹王トーク）」
	 司会　大脇　良夫　氏（治水神・禹王研究会会長）
	 　　　露木　順一　氏（日本大学総合科学研究所教授）
	 　　　邱　　志栄　氏（中国水利史研究会副会長）
	 　　　王　　敏　　氏（法政大学国際日本学研究所教授）
	 　　　保坂　實　　氏（町文化協会郷土研究部部長）
11：55	 閉会行事
12：00	 閉会

　
禹
王
サ
ミ
ッ
ト
は
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
方
が
来
町
し
、
富
士
川
の
歴
史
、
文
化
、
技
術
、
先
人
の
苦
労
と
英

知
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
、ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆

さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
富
士
川
改
修
促
進
期
成
同
盟
会
禹
王
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）

　
☎
22
―
5
3
6
1

▲大脇良夫会長

▲保坂實部長
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事
前
に
備
え
る

　
台
風
や
大
雨
は
、
毎
年
大
き
な
災

害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
気
象
警
報
・

注
意
報
な
ど
の
「
防
災
気
象
情
報
」

を
利
用
し
て
、
被
害
を
未
然
に
防
い

だ
り
、軽
減
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
台
風

や
大
雨
の
危
険
が
近
づ
い
て
い
る
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
や
気
象
情
報
を
見
た

り
聞
い
た
り
し
た
ら
、
災
害
へ
の
備

え
を
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
最
新
の
台
風
情
報
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
N
H
K
の
デ
ー
タ
放
送
な

ど
で
台
風
の
各
種
情
報
が
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
避
難
に
備
え
、
非
常
持
出
品
を
準

備
し
ま
し
ょ
う
。
非
常
持
出
品
は
、

家
族
構
成
を
考
え
て
、
必
要
な
分
だ

け
用
意
し
、
避
難
時
に
す
ぐ
取
り
出

せ
る
場
所
へ
保
管
し
て
お
く
と
良
い

で
し
ょ
う
。

《
非
常
持
出
品
の
例
》

・
貴
重
品
（
現
金
、
保
険
証
、
通
帳
、

印
鑑
な
ど
）

・
食
料
（
1
〜
3
食
分
）、
飲
料
水

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

・
衣
類
、
着
替
え

・
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
予
備
電
池

・
常
備
薬
な
ど

※
こ
の
ほ
か
、
粉
ミ
ル
ク
や
紙
お
む

つ
な
ど
、
事
情
に
応
じ
て
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

外
出
し
て
い
る
場
合

　
危
険
な
土
地
で
は
早
め
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。
山
や
丘
を
切
り
開
い
て

作
ら
れ
た
造
形
地
、
山
間
部
・
河
川

敷
は
、
大
雨
や
洪
水
、
土
石
流
に
特

に
警
戒
が
必
要
な
土
地
で
す
。
集
中

豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
、
が
け
地
や
傾

斜
地
で
は
、
山
崩
れ
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
樹
木
の
少
な
い
山

間
部
で
は
、
土
石
流
の
危
険
を
は
ら

ん
で
い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
河
川
敷
で
は
水
位
の
変
化

に
注
意
し
、
異
変
を
感
じ
た
ら
い
つ

で
も
避
難
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

避
難
場
所
の
確
認

・
学
校
や
公
民
館
な
ど
、
避
難
場
所

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
場
所
へ
の

避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

・
普
段
か
ら
家
族
で
避
難
場
所
や
連

絡
方
法
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

・
避
難
す
る
と
き
は
、
持
ち
物
を
最

小
限
に
し
て
、
両
手
が
使
え
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
に
つ
い
て

◆
町
か
ら
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が

あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
動
け
る
よ
う
に

準
備
し
て
、
素
早
く
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
て
い

な
く
て
も
危
険
を
感
じ
た
ら
自
主
的

に
避
難
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
自
主
避
難
が
あ
な
た
の
命
を
守

り
ま
す
。

◆
避
難
に
あ
た
っ
て
は
、
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る「
自
助
」、家
族
の
命

は
家
族
で
守
る
・
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
「
共
助
」
を
基

本
と
し
、隣
近
所
で
声
を
掛
け
合
い
、

助
け
合
う
な
ど
、
余
裕
を
持
っ
た
対

応
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
夜
間
の
避
難
は
、
足
元
が
見
え
に

く
く
危
険
を
伴
い
ま
す
の
で
、
場
合

に
よ
り
明
る
く
な
っ
て
か
ら
避
難
す

る
こ
と
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
ど
う
し
て
も
避
難
せ
ざ
る
を
得
な

い
場
合
は
、
懐
中
電
灯
を
用
意
し
、

な
る
べ
く
集
団
で
、
広
い
道
を
選
び

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
浸
水
な
ど
に
よ
り
避
難
で
き
る
状

況
で
な
い
場
合
は
無
理
せ
ず
、
自
宅

の
2
階
や
高
い
所
へ
移
動
し
救
助
を

待
ち
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
課　
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

大
雨
・
台
風
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
台
風
や
大
雨
に
よ
る
自
然
災
害
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
近
年
は
、
全
国
各
地
で
記

録
的
な
大
雨
が
頻
発
し
、土
砂
災
害
や
浸
水
な
ど
大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
事
前
に
台
風
や
大
雨
に
つ
い
て
知
り
、

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
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　町では、富士川町らしい「誇れるもの（歴史文化・自然・環境・交流・人物・行
事など）」を募集します。また、ほかの地域では考えられない「何これ？なもの」を
募集します。
　皆さんが思う、「富士川町と言ったらこれだ !!」というものをお寄せください。

【応募内容】
　①誇れるものとその理由
　②何これなものとその理由
　※①と②どちらかのみでも応募できます。
　※必ず応募作品が確認できる写真を一緒に提出してください。
　※過去に採用された作品（下記参照）は、応募できません。
【応募資格】
　どなたでも応募できます。ただし、次の事項に該当する場合は、応募い
ただけませんのでご了承ください。
　・特定の主義主張をするもの（政治活動、宗教活動、社会問題などに類するもの）が応募する場合
　・その他、掲載する内容として適当でないと認められる場合
【応募方法】
　役場本庁舎および東別館に置いてある、応募用紙に必要事項を記入のうえ、次のいずれかの方法により応募して
ください。（応募用紙は、町ホームページからもダウンロードできます）
　①持参　産業振興課へ提出してください。
　②郵送　〒400－0501　富士川町青柳町338－8
　③ファックス　22－5516
　※②③は、いずれも「富士川町役場産業振興課観光振興担当」宛
　④メール　sangyou@town.fujikawa.lg.jp
【募集期間】
　12月15日（金）まで（郵送の場合は、当日消印有効）
【選定方法】
　選定委員会において、採用作品を選定します。
採用されると……
　　　1点につき　賞金10,000円！！！
過去の採用作品

【注意事項】
　○応募などにかかる費用は、応募者の負担となります。
　○応募の際に提出いただいた個人情報は、本人への問い合わせ以外の目的では使用しません。

●お問い合わせ　産業振興課　観光振興担当　☎22－7202

富士川町の誇れる魅力を大募集 !!富士川町の誇れる魅力を大募集 !!
富士川町にほんなもんあっとぉーけぇ !!

《誇れるもの》
○太鼓堂	 ○大法師公園の桜	 ○ゆずの里（穂積のゆず）	 ○上北の共同水場
○ダイヤモンド富士	 ○小室山妙法寺	 ○櫛形山・原生林	 ○鰍沢の山車
○大柳川渓谷	 ○はじかみの生産地（鰍沢鹿島地区）	 ○氷室神社
○落語「鰍沢」の舞台　　　○富士川町のうなぎ　　○松月堂のお菓子
○やまもとやのどら焼き　　○竹林堂のお菓子　　　○十谷地区郷土料理「みみ」
○レール・パル 351	 　　○富士川

《何これなもの》
○大柳川のマンモス岩　　　○いぼ石
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救
急
車
の

　
適
正
利
用
の
お
願
い

救
急
車
の

　
適
正
利
用
の
お
願
い

　
「
富
士
川
町
食
育
推
進
計
画
」
で

は
、
伝
統
的
な
食
文
化
の
継
承
が
重

点
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
十
谷

地
区
で
、
行
事
食
と
し
て
引
き
継
が

れ
て
き
た
「
み
み
」
を
、
地
域
文
化

と
し
て
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ

と
、
守
っ
て
い
く
こ
と
は
、
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

　
「
み
み
」は
、小
麦
粉
を
練
っ
て
薄

く
伸
ば
し
、「
箕
（
み
）」
の
形
に
す

る
と
こ
ろ
が
一
番
の
特
徴
で
す
。「
箕
」

と
は
、
農
具
の
箕
（
み
）
の
こ
と
で
、

昔
か
ら
大
切
に
さ
れ
、
重
宝
具
と
し

て
奉
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
な

ぞ
ら
え
て
「
箕
」
の
形
に
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
福
を
す

く
う
」
と
い
わ
れ
、
縁
起
の
良
い
郷

土
料
理
で
も
あ
り
ま
す
。

　
食
材
は
、
地
元
で
採
れ
た
旬
の
も

の
を
使
い
ま
す
。
旬
の
野
菜
や
山
菜

を
た
く
さ
ん
入
れ
て
煮
込
む
と
、
季

節
も
感
じ
ら
れ
、
楽
し
め
る
料
理
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、地
粉
を
使
う
と
、

よ
り
風
味
の
良
い
「
み
み
」
が
出
来

上
が
り
ま
す
。

①
小
麦
粉
（
中
力
粉
）
を
よ
く
練
っ

て
薄
く
伸
ば
し
ま
す
。

②
3
㎝
く
ら
い
の
正
方
形
に
切
り
、

隣
り
合
う
2
つ
の
角
を
つ
ま
み
、「
箕
」

の
形
を
作
り
ま
す
。

③
煮
干
し
で
ダ
シ
を
と
り
、
大
根
、

里
芋
、
人
参
、
ゴ
ボ
ウ
な
ど
の
野
菜

を
入
れ
て
煮
ま
す
。

④
煮
立
っ
た
と
こ
ろ
へ
「
み
み
」
を

入
れ
、
味
噌
を
加
え
て
出
来
上
が
り

で
す
。

　
「
み
み
」は
、つ
く
た
べ
か
ん
で
本

場
の
味
が
味
わ
え
る
ほ
か
、
道
の
駅

富
士
川
や
町
内
の
「
み
み
」
を
扱
う

飲
食
店
な
ど
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
11
月
12
日
（
日
）

に
開
催
予
定
の
甲
州
富
士
川
ま
つ
り

で
も
販
売
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ま
つ
り

会
場
で
も
町
の
郷
土
料
理
を
味
わ
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
夏
の
暑
さ
で

疲
れ
た
体
に
、
根
菜
た
っ
ぷ
り
、
栄

養
い
っ
ぱ
い
の
「
み
み
」
は
お
す
す

め
で
す
。
家
族
揃
っ
て
「
み
み
」
を

食
べ
て
、
心
も
身
体
も
温
ま
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
平
成
28
年
中
の
峡
南
消
防
本
部
管

内
の
救
急
出
場
件
数
は
2
，4
4
2

件
で
、2
，3
0
2
人
を
病
院
へ
搬
送

し
ま
し
た
。
昨
年
度
実
施
し
た
救
急

車
の
適
正
利
用
の
啓
発
活
動
の
効
果

も
あ
り
、
過
去
最
多
で
あ
っ
た
平
成

27
年
か
ら
は
81
件
、
1
3
5
人
減
少

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
の
救
急

出
場
件
数
は
過
去
最
多
で
あ
っ
た
平

成
27
年
に
迫
る
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
の
救
急
出
場
件

数
を
1
日
当
た
り
に
換
算
す
る
と

6
・
69
件
と
な
り
ま
す
。
一
見
少
な

い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
峡
南
消
防

本
部
管
内
は
面
積
が
広
く
、
1
件
の

救
急
出
場
に
か
か
る
時
間
が
ほ
か
の

消
防
本
部
に
比
べ
時
間
を
要
す
る
た

め
、
救
急
車
が
消
防
署
を
留
守
に
す

る
状
況
が
、
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
ま

す
。

　
近
年
、単
な
る
酒
酔
い
や
切
り
傷
、

捻
挫
程
度
の
け
が
な
ど
、
緊
急
性
が

な
い
場
合
で
も
救
急
車
を
要
請
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
救
急
搬

送
し
た
傷
病
者
の
う
ち
、
入
院
の
必

要
が
な
い
軽
症
者
の
割
合
は
全
体
の

36
％
に
も
上
り
ま
す
。

　
峡
南
消
防
本
部
で
は
、
救
急
出
場

要
請
を
受
け
る
と
管
内
の
2
つ
の
消

防
署
、
1
つ
の
分
署
、
3
つ
の
分
駐

所
に
配
置
し
て
い
る
救
急
隊
が
要
請

先
を
管
轄
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
署

か
ら
出
場
し
ま
す
。
し
か
し
、
出
場

要
請
が
重
な
っ
た
場
合
に
は
遠
い
と

こ
ろ
か
ら
駆
け
付
け
る
こ
と
と
な

り
、
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
時
間
を

要
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
当
に
緊

急
性
の
あ
る
傷
病
者
へ
の
対
応
が
遅

れ
て
し
ま
い
、
救
え
る
命
が
救
え
な

く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
緊
急
性
が
な
く
、
自
分
で
病
院
に

行
く
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
自
家

用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
救
急
車
以

外
の
交
通
機
関
を
利
用
し
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

※
傷
病
者
の
様
子
や
事
故
状
況
を
み

て
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
に
は
迷
わ

ず
1
1
9
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部　

北
部
消
防
署　
救
急
係

　
☎
0
5
5
―
2
7
2
―
8
1
9
9

産業振興課
☎22－7202

〜
「
み
み
」
は
富
士
川
町
の
郷
土
食
〜

9月 9日は
「救急の日」

「
み
み
」
の
お
い
し
い
作
り
方

尊
い
命
を
救
う
た
め
皆
さ
ん
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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緑
の
募
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
町
緑
化
推
進
会
議
で
は
、
区
長
・

組
長
を
通
じ
て
各
家
庭
へ
募
金
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

80
万
2
0
0
円
が
寄
せ
ら
れ
、
県
緑

化
推
進
機
構
へ
送
金
し
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
、
緑
化
の
推
進
を
目

的
に
、
苗
木
の
配
布
や
緑
の
少
年
少

女
隊
の
緑
化
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
農
林
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

第
8
回
甲
州
富
士
川
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
甲
州
富
士
川
ま
つ
り
に
、
会
場
で

郷
土
料
理
み
み
の
配
布
や
リ
ユ
ー
ス

食
器
の
回
収
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
ま

せ
ん
か
？

◇
活
動
時
間　
11
月
12
日
（
日
）
午

前
9
時
〜
午
後
2
時
30
分
頃
ま
で

（
予
定
）

◇
参
加
資
格　
16
歳
以
上
で
健
康
な

方◇
支
給
品　
昼
食
、
飲
み
物

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
9
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
、
富
士

川
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
産
業
振
興

課
内
☎
22
―
7
2
0
2
）
ま
で
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
富
士
川
町
空
き
店
舗
バ
ン
ク
」

登
録
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
　
町
で
は
、空
き
店
舗
な
ど
の
改
善
、

意
欲
あ
る
新
規
出
店
希
望
者
へ
情
報

提
供
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
空
き
店

舗
バ
ン
ク
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

☆
空
き
店
舗
な
ど
を
お
持
ち
の
方

　　
町
内
に
空
き
店
舗
、
空
き
工
場
を

所
有
し
、
賃
貸
や
売
却
を
お
考
え
の

方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
利
用
の
流
れ
】

・
町
に
登
録
申
し
込
み
を
す
る
（
様

式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

　
　
　
　
↓

・
協
力
協
会
員
（
町
内
業
者
）
と
町

で
現
地
調
査
を
行
う

　
　
　
　
↓

・
登
録
さ
れ
た
店
舗
な
ど
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る

●
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
商
工
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

消
防
団
員
サ
ポ
ー
ト
店
を

募
集
し
ま
す
！

　
消
防
団
員
の
確
保
に
向
け
、
商
品

の
割
引
・
特
典
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
協

力
を
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
や
事
業

所
を
募
集
し
ま
す
。

◆
要
件

・
明
確
な
優
遇
措
置
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と

・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
期
間
が
6
か
月

以
上
で
あ
る
こ
と

・
優
遇
措
置
の
対
象
が
団
員
お
よ
び

団
員
の
家
族
で
あ
る
こ
と

◆
申
請
方
法

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
防
災
・
防

犯
ガ
イ
ド
」
→
「
防
災
・
防
犯
」
→

「
消
防
団
員
サ
ポ
ー
ト
店
を
募
集
し

て
い
ま
す
。」
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
、

「
消
防
団
員
サ
ポ
ー
ト
店
募
集
チ
ラ

シ
・
認
定
申
請
書
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

防
災
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
富
士
川
町　
サ
ポ
ー
ト
店
」で
検

索
！

●
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
課　
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

お知らせ

Information

6
月
利
用
分

　
町
で
は
、
ゴ
ミ
が
出
な
い
イ
ベ
ン

ト
を
目
指
し
、
洗
浄
し
て
何
度
で
も

使
え
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
利
用
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

使用日 使用イベント名 全体注文数
（箸・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

6/7 鰍沢小学校5年生　林間学校 86 46 3.54 0.3
6/10 峡南幼稚園おまつり・バザー 680 680 52.36 3.7
6/11 東親会恒例バーベキュー会 130 110 8.47 0.6
6/24 あじさい祭り 3,000 3,000 231.00 16.5
〃 NPO法人富士川・夢・未来　酒の会 250 150 11.55 0.8

〃 リトルノースキャンピンググラウンド
キャンドルナイト夏至2017 820 620 47.74 3.4

合計 4,966 4,606 354.66 26

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う
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「
第
1
回
合
同
不
動
産
公
売
」
の

入
札
結
果
に
つ
い
て

　
7
月
に
県
と
県
内
市
町
村
と
の
合

同
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
29
年
度
第

1
回
合
同
不
動
産
公
売
」に
お
い
て
、

町
で
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
の
公
売

（
広
報
ふ
じ
か
わ
6
月
号
掲
載
）を
実

施
し
ま
し
た
。

　
入
札
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◆
日
時　
7
月
11
日
（
火
）

　
（
入
札
）
午
後
1
時
30
分
〜
2
時

　
（
開
札
）
午
後
2
時
1
分
〜

◆
場
所　
東
八
代
合
同
庁
舎

◆
町
の
公
売
財
産
お
よ
び
入
札
結
果

◆
現
地
写
真

　
町
で
は
、
今
後
も
納
期
限
内
に
納

税
を
さ
れ
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ん
の

信
頼
に
応
え
る
た
め
、
公
平
・
公
正

な
税
負
担
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
方
法
と
し
て
、
悪
質
な
滞
納
者

な
ど
に
対
し
て
は
、
財
産
の
差
し
押

さ
え
な
ど
、
厳
正
な
滞
納
処
分
を
執

行
し
て
い
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
徴
収
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
5

「
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説

明
会
」
を
開
催
し
ま
す

　
県
内
の
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の

方
を
対
象
と
し
て
、
消
費
税
の
軽
減

税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
多
く
の
事
業
者
の
方
に
関

係
が
あ
る
制
度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
程

・
9
月
22
日
（
金
）

市
川
三
郷
町
役
場
1
階
大
会
議
室

・
9
月
26
日
（
火
）

富
士
川
町
民
会
館
2
階
大
ホ
ー
ル

・
9
月
28
日
（
木
）

身
延
町
総
合
文
化
会
館
2
階
会
議
室

◇
時
間　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

●
お
問
い
合
わ
せ

　
鰍
沢
税
務
署　
法
人
課
税
部
門

　
☎
22
―
3
1
9
1

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
第
30

条
に
基
づ
き
、
8
月
下
旬
か
ら
町
内

全
域
を
対
象
に
、
農
地
の
利
用
状
況

の
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
に
当

た
っ
て
は
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
、
農
地
へ
の
立
ち

入
り
や
聞
き
取
り
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
振
興

課
内
）

　
☎
22
―
7
2
0
2

平
成
29
年
度

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
認
定
試
験

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工

す
る
指
定
工
事
店
に
は
、「
下
水
道
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
」
の
資
格

を
有
す
る
者
の
専
属
が
必
要
で
す
。

こ
の
試
験
は
、
責
任
技
術
者
と
し
て

の
技
能
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
、
次
の
日
程
に
よ
り
実

施
し
ま
す
。

◇
受
付
期
間　
10
月
2
日
（
月
）
〜

23
日
（
月
）

◇
講
習
会　
11
月
14
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

◇
試
験
日　
11
月
26
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
0
時
15
分

◇
場
所　
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）
甲
府
市

朝
気
1
―
2
―
2

　
※
申
込
用
紙
は
、
上
下
水
道
課
☎
22

―
7
2
0
4
、
釜
無
川
浄
化
セ
ン

タ
ー
（
長
澤
1
7
9
0
）
☎
22
―

8
5
1
1
に
あ
り
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
☎
0
5
5
―
2
6
3
―
2
7
3
8

全
国
一
斉

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ

ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
暴

行
・
虐
待
な
ど
の
事
案
は
、
依
然
と

し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
高
齢
者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
、
全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障

害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化

週
間
を
実
施
し
ま
す
。

◇
実
施
期
間　
9
月
4
日
（
月
）
〜

10
日
（
日
）

◇
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7

時
（
た
だ
し
、
土
・
日
は
、
午
前
10

時
〜
午
後
5
時
）

※
強
化
週
間
以
外
は
、
平
日
の
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
ま
で
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◇
そ
の
他　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

◇
☎
0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

（
全
国
共
通
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
法
務
局　
人
権
擁
護
課

　
☎
0
5
5
―
2
5
2
―
7
2
3
9

落
札
率

売
却
価
格

見
積
価
格

所
在
地

（
地
籍
）

種　
　

類

売
却
区
分

番　
　

号

103％ 31万円 30万円

最
勝
寺
字
大
久
保
尻
3
0
0
9
番

（
4
2
2
㎡
）

田 2

公売対象地

▲南側から撮影
（点線はおおよその境界）
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土
地
の
境
界
線
問
題
に

関
す
る
相
談

　
土
地
境
界
の
専
門
家
「
土
地
家
屋

調
査
士
」
と
法
律
の
専
門
家
「
弁
護

士
」
が
協
力
し
て
皆
さ
ん
の
ご
相
談

に
応
じ
、
公
正
・
迅
速
・
円
満
な
形

で
問
題
の
解
決
を
目
指
す
よ
う
お
手

伝
い
し
ま
す
。

　
完
全
予
約
制
で
す
。
電
話
で
の
相

談
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
、

予
約
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
境
界
問
題
で
お
困
り
の
方
、
ま
ず

は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な

し
　
☎
0
5
5
―
2
2
5
―
3
7
3
7

か
ん
た
ん
★
運
動
応
援
隊

養
成
講
座
受
講
者
募
集

　
「
か
ん
た
ん
★
運
動
応
援
隊
」
と

は
、
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
仲
間
同

士
で
で
き
る
運
動
を
、
中
心
と
な
っ

て
行
っ
て
い
た
だ
く
方
の
こ
と
で

す
。
養
成
講
座
で
は
、
各
地
で
行
っ

て
い
る
、
い
き
い
き
筋
力
教
室
の
体

操
を
は
じ
め
、
脳
ト
レ
に
繋
が
る
体

操
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
か
ん
た
ん

★
運
動
応
援
隊
と
し
て
、
ち
ょ
っ
と

時
間
が
あ
る
と
き
に
み
ん
な
で
体
操

を
す
る
こ
と
で
、
い
つ
ま
で
も
元
気

で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
り
ま

せ
ん
か
。

※
こ
の
養
成
講
座
は
、
従
来
の
「
介

護
予
防
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
の

基
礎
コ
ー
ス
」
で
す
。

◇
日
時

9
月
26
日
（
火
）、
10
月
3
日
（
火
）、

10
日
（
火
）、
17
日
（
火
）　
全
4
回

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

◇
場
所　
町
民
会
館　
第
2
、
3
会

議
室

◇
内
容

①
介
護
予
防
の
運
動
や
実
施
時
の
注

意
点
な
ど
の
講
義

②
い
き
い
き
筋
力
教
室
の
一
部
体

験
、
脳
ト
レ
に
繋
が
る
体
操
な
ど
の

紹
介
、
実
践

③
い
き
い
き
百
歳
体
操
の
紹
介
、
実

践●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
4
6
1
5

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

養
成
講
座
受
講
者
募
集

　
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
と

は
、
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
の

講
師
役
で
す
。
講
師
と
い
う
と
難
し

い
印
象
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
希
望
者
に
は
、
県
介

護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー
主
催
の
研
修

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
医

療
・
介
護
の
専
門
家
で
な
く
て
も
、

安
心
し
て
講
座
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　
認
知
症
介
護
経
験
が
あ
る
方
、
認

知
症
に
関
心
が
あ
る
方
、
あ
な
た
の

実
体
験
を
踏
ま
え
た
お
話
を
、
あ
な

た
の
言
葉
で
地
域
の
方
に
届
け
ま
せ

ん
か
。

◇
日
時　
10
月
12
日
（
木
）
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
4
時
50
分

◇
場
所　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

◇
申
込
締
切　
9
月
4
日
（
月
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
4
6
1
5

　
7
月
25
日（
火
）、認
知
症
の
方
や

そ
の
家
族
な
ど
の
交
流
の
場
と
な
る

認
知
症
カ
フ
ェ
「
ゆ
ず
カ
フ
ェ
」
が

オ
ー
プ
ン
し
、
1
0
0
名
を
超
え
る

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た

ち
の
手
作
り
お
や
つ
や
オ
カ
リ
ナ
演

奏
を
楽
し
み
な
が
ら
、
日
頃
の
介
護

の
悩
み
を
相
談
し
た
り
、
参
加
者
同

士
で
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
交
流
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
…
…

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域

の
皆
さ
ん
、
介
護
医
療
の
専
門
職
員

な
ど
、
誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
所

で
す
。
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
、
自
由
に
話
を
し
な
が
ら
認
知

症
や
介
護
に
つ
い
て
学
び
、
交
流
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
認
知
症
の
方

や
そ
の
家
族
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く

「
出
会
い・つ
な
が
れ
る
場
」
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ゆ
ず
カ
フ
ェ
で
一
緒
に

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か

◇
開
催
日　
毎
月
第
1
火
曜
日
（
平

成
30
年
1
月
は
第
3
火
曜
日
）

◇
時
間　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30

分◇
場
所　
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

◇
参
加
費　
2
0
0
円
（
お
茶
・
お

菓
子
付
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
送
迎
も
で

き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
22
―
8
9
1
1

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
4
6
1
5

認
知
症
カ
フ
ェ

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
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◇
日
時　
10
月
4
日
（
水
）

◇
場
所　
敷
島
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

◇
参
加
費　
2
，0
0
0
円
＋
プ
レ

ー
費

◇
申
込
方
法　
各
地
区
の
体
育
協
会

支
部
長
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
そ
の
他　
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
支
部
対
抗
戦
お
よ
び
個
人
戦
（
一

般
・
シ
ニ
ア
65
歳
以
上
・
レ
デ
ィ
ー

ス
の
3
部
門
）
で
表
彰
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
体
育
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会

内
）

　
☎
22
―
5
3
6
1

　第8回町民文化祭文化展の出展作品を次のとおり、募集します。

◇募集内容　【文芸部門】
　　　　　　　○短歌・俳句・川柳　1人3首（句）以内　　○詩　1人2編以内
　　　　　　　○随筆・小説・児童文学　1人1編（400字詰め原稿用紙を使用し、4,000字以内）
　　　　　　【美術部門】
　　　　　　　○書道　1人1点（釈文（読みにくい漢字にはふりがな）をつけ、出品票に作品の大きさを明記）
　　　　　　　○押し花・ちぎり絵　1人2点以内　　○絵画　1人1点（20号以内）
　　　　　　　○絵手紙　1人3点以内
　　　　　　　○写真　1人1点（自由額またはパネル使用／デジカメプリントの場合は400万画素以上）
　　　　　　【その他の部門】　○華道・陶芸　詳細は、お問い合わせください。
◇展 示 日　11月18日（土）〜20日（月）
◇展示会場　町民会館
◇応募資格　町内在住または在勤、在学の方
◇応募方法　	「文化祭出展作品募集」チラシ（ますほ文化ホール、役場本庁舎、町民会館、教育委員会窓口で配布）

の「文化展出展票」に必要事項を記入のうえ、町文化協会事務局にお申し込みください。

●お申し込み・お問い合わせ　　町文化協会事務局（ますほ文化ホール内）　☎22－8811

秋季ソフトテニス教室
　ソフトテニス部員が、初級者から上級者の方まで、やさしく指導しますので、
ぜひ、この機会に参加してみませんか。皆さんのご参加をお待ちしています。

◇日　　程　9月16日（土）・23日（土）・30日（土）・10月7日（土）　4日間
◇時　　間　午後8時〜9時30分
◇内　　容　開講式・フォアハンド・バックハンド・サービス・レシーブ・ゲーム・閉講式
◇対　　象　小学4年生以上（親子でも参加できます）
◇場　　所　利根川公園テニスコート
◇参 加 料　1,000円（開講式で徴収します）
◇申込方法　「氏名・性別・年齢・住所・連絡先・ラケットの有無」を
　　　　　　電話またはFAXでお申し込みください。
◇締め切り　9月13日（水）
◇そ の 他　・雨天中止の際に連絡の取れる電話番号をお願いします。
　　　　　　・雨天の場合は、翌週に順延します。
　　　　　　・コートを傷めないシューズでお願いします。
　　　　　　・傷害保険に加入します。なお、当日申込の場合は、各自で傷害保険に加入していただきます。

●お申し込み・お問い合わせ　　教育委員会　社会体育担当　　☎22－5361　FAX	22－5392

第 8回町民文化祭 文化展

参加者
募集

出展作品
募 集

秋
季
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集
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6
月
24
日（
土
）、町
民
体
育
館
で

体
力
測
定
会
を
開
催
し
、
30
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
共
通
の
種

目
と
し
て
、
握
力
、
上
体
起
こ
し
、

長
座
体
前
屈
の
測
定
を
行
い
、
年
齢

別
の
種
目
と
し
て
小
学
生
か
ら
64
歳

ま
で
の
方
は
反
復
横
跳
び
、
立
ち
幅

跳
び
、
20
m
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
を
、
65

歳
以
上
の
方
は
開
眼
片
足
立
ち
、

10
m
障
害
物
歩
行
、
6
分
間
歩
行
の

測
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
集
計
し
た
結
果
を
A

〜
E
評
価
ま
で
の
5
段
階
で
知
る
こ

と
が
で
き
、
各
種
目
に
お
い
て
も

チ
ャ
ー
ト
で
分
か
り
や
す
く
示
さ
れ

る
の
で
好
評
で
し
た
。

　
来
年
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。
普

段
の
運
動
能
力
を
確
か
め
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。�

（
委
員　
山
本
浩
司
）

　
7
月
9
日（
日
）に
、峡
南
ブ
ロ
ッ

ク
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
連
絡
協
議

会
研
修
会
が
、
早
川
町
民
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
の
研
修
で
は
、

「
ユ
ニ
カ
ー
ル
」と
い
う
軽
ス
ポ
ー
ツ

を
体
験
し
ま
し
た
。
カ
ー
リ
ン
グ
を

参
考
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
考
案
さ

れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

体
育
館
内
に
専
用
の
ス
ラ
イ
ド

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
き
、
ス
ト
ー
ン
を

振
り
子
の
よ
う
に
投
げ
、
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ク
ル
を
狙
い
、
得
点
を
競
う
競

技
で
す
。
初
め
て
の
体
験
で
し
た
の

で
最
初
は
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
だ
ん

だ
ん
感
覚
が
わ
か
り
、
相
手
の
ス

ト
ー
ン
を
弾
き
飛
ば
し
、
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ク
ル
に
ス
ト
ー
ン
を
止
め
る
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
私
の
チ
ー
ム
は
優
勝
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
楽
し
い
時
間

を
体
験
で
き
ま
し
た
。

�

（
委
員　
平
林
裕
司
）

　
7
月
30
日
（
日
）、「
第
8
回
富
士

川
町
ふ
れ
あ
い
ラ
ジ
オ
体
操
会
」
を

開
催
し
、
町
内
4
会
場
で
計
5
0
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

毎
日
15
分
ほ
ど
の
ラ
ジ
オ
体
操

で
、
ほ
ぼ
1
日
分
の
運
動
量
が
消
費

で
き
る
と
生
活
習
慣
病
予
防
の
講
義

で
伺
い
ま
し
た
。
夏
季
に
限
ら
ず
身

軽
な
習
慣
と
な
れ
ば
、
心
身
爽
快
、

健
康
増
進
、老
化
予
防
な
ど
、「
い
い

こ
と
づ
く
し
」の
ラ
ジ
オ
体
操
で
す
。

山
間
育
ち
の
私
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
の

音
楽
を
聴
く
と
条
件
反
射
の
よ
う
に

山
の
空
気
の
匂
い
と
桑
畑
の
深
い
緑

が
浮
か
び
、
何
に
も
縛
ら
れ
な
い
少

年
の
日
が
無
限
大
に
始
ま
っ
た
あ
の

頃
の
朝
が
、
今
は
何
と
も
贅
沢
に
思

え
ま
す
。

　
“
新
し
い
朝
を
、希
望
の
朝
を
”ぜ

ひ
皆
さ
ん
も
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

（
委
員　
野
中
昭
彦
）

　
6
月
9
日
（
金
）、
10
日
（
土
）
に

「
関
東
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
大

会
栃
木
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
1
日
目
は
、
サ
ッ
カ
ー
解
説
で
お

馴
染
み
の
セ
ル
ジ
オ
越
後
さ
ん
の
基

調
講
演
『
人
を
創
る
ス
ポ
ー
ツ
』
を

聴
き
ま
し
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
指
導
法

と
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
話
術
で
延
べ

60
万
人
以
上
の
人
々
に
サ
ッ
カ
ー
の

魅
力
を
伝
え
て
き
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
2
日
目
は
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
よ

る
健
康
実
践
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
原
裕
美
子
さ

ん
を
講
師
と
し
て
迎
え
、
大
谷
史
跡

巡
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
原
さ
ん
か

ら
は
、
体
幹
を
鍛
え
る
方
法
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
正
し
い
姿
勢
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
自
然
の
壮

大
さ
を
感
じ
な
が
ら
仲
間
た
ち
と
良

い
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
、
良
い
体

験
に
な
り
ま
し
た
。

（
委
員　
折
居
あ
や
子
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

平
成
29
年
9
月
　
第
10
号

町
民
体
力
測
定
会
　
開
催
！

▲上体起こし

▲ 10m障害物歩行

峡
南
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
会
連
絡
協
議
会
研
修
会

第
8
回
富
士
川
町
ふ
れ
あ
い

ラ
ジ
オ
体
操
会

関
東
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

研
究
大
会
に
参
加
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ふ
じ
か
わ
文
芸

　文部科学大臣杯第13回小・中学校将棋団体戦県大会において、
山梨大学附属中学校（中学生の部）と増穂小学校（小学生の部）の
団体メンバーとして参加し、県内では初めて姉妹で同時に優勝した
海野雪乃さん（中1）と春佳さん（小5）にお話を伺いました。

■将棋を始めたきっかけは？
　雪乃さん：	小学校2年のとき町が主催する将棋教室に参加したこ

とがきっかけで、町内の将棋教室に通うようになりま
した。

　春佳さん：	姉の影響で、小学校3年生のときに同じ将棋教室に通
い始めました。

■将棋のどんなところが楽しいですか？
　雪乃さん：戦法を組み合わせて相手を倒せるところです。
　春佳さん：	負けてもその経験が次の対局に生かせるところ

です。

■これからの目標は？
　雪乃さん：	たくさんの戦法を身に付けて、いろんな相手に

対応できるようになることです。
　春佳さん：	いろんな大会で勝ち続けて、たくさん優勝でき

るようになりたいです。

〜県内初　将棋大会で姉妹同時優勝〜

海野　雪乃さん　　　 　
　　　春佳さん（青柳町）

【
短　

歌
】

庭
隅
の
カ
リ
ン
の
葉
の
揺
れ
激
し
か
り
久
か
た
振
り
の
雨
に
打
た
れ
て

	

竹
ノ
内
み
さ
ほ

九
十
の
歳
を
生
き
て
罷
り
た
る
友
は
感
謝
の
こ
と
ば
残
し
て

	

戸
田
き
よ
子

苔
む
せ
る
庭
石
の
間
に
ひ
と
株
の
ア
イ
リ
ス
咲
け
り
住
み
し
人
亡
く

	

遠
藤　

千
鶴

【
俳　

句
】

忙
し
な
や
夏
蝶
に
影
追
ひ
つ
か
ず	

内
藤
浜
二
郎

若
竹
や
裏
山
青
き
波
を
打
つ	

深
澤
か
つ
江

翡か
わ
せ
み翠

の
去
り
て
も
色
の
残
り
た
る	

樋
口　

易
子

【
川　

柳
】

と
き
め
き
を
重
ね
綴
ろ
う
一
行
詩	

志
村　

隆
子

た
っ
ぷ
り
と
充
電
明
日
は
笑
え
ま
す	

鮎
川　

弘
子

三
度
目
も
黙
っ
て
笑
顔
で
聞
い
て
あ
げ	

大
森　

征
子

▲雪乃さん（左）と春佳さん（右）

▲自宅で対局する雪乃さんと春佳さん
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先
日
の
新
聞
に
「
特
許
庁
で
は
、

女
性
の
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
、
9

月
か
ら
希
望
す
る
全
職
員
を
対
象

に
、
旧
姓
の
使
用
を
認
め
る
」
と
い

う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
て
も
単
純
な
私
は
、「
い
い
な
」と

思
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
過
去
に

職
場
で
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。

【
例 

1
】

　
結
婚
し
て
苗
字
が
「
増
穂
」
か
ら

「
富
士
川
」
に
な
っ
た
女
性
に
対
し

て
、
昔
か
ら
彼
女
を
知
る
上
司
が
、

「
増
穂
さ
ん
」と
呼
ぶ
と
、そ
の
場
に

い
た
人
た
ち
は
「
え
っ
、
誰
の
こ

と
？
」
と
…
。
す
る
と
上
司
は
気
付

い
て
「
富
士
川
さ
ん
」
と
言
い
直
し

ま
し
た
。

【
例 

2
】

　
離
婚
し
て
旧
姓
に
戻
っ
た
女
性
が

い
ま
し
た
。
書
類
な
ど
を
書
き
換
え

た
り
、
関
係
者
に
も
そ
の
都
度
連
絡

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
非
常
に

大
変
な
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
苗
字
が
変
わ
る
こ

と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
出

て
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
人
が
希

望
し
た
場
合
、
書
類
上
も
旧
姓
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
旧
姓
が
使
用
で

き
る
と
、【
例
1
】【
例
2
】
の
よ
う

な
問
題
も
生
じ
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
職

場
で
の
旧
姓
使
用
の
良
い
と
こ
ろ
で

す
。

　
現
在
、
国
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
希
望
者
は
旧
姓
を
併
記
で

き
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
住
民
票
に
も
今
後
「
旧
姓
」
の

欄
が
設
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
旧
姓
使
用
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
結
婚
前
と
同
じ
よ
う
に

キ
ャ
リ
ア
を
継
続
す
る
こ
と
が
で

き
、
女
性
の
活
躍
が
よ
り
加
速
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
女
性
だ
け
で
な
く
結

婚
し
て
名
字
が
変
わ
っ
た
男
性
も
同

じ
で
す
。

　
公
的
な
機
関
で
も
、
旧
姓
使
用
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
最
近
、
川
が
汚
れ
て
い
る
と
い
う

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
職
員
が
川

の
汚
れ
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

原
因
の
多
く
は
、
各
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
た
ペ
ン
キ
や
油
、
洗
車
用
洗
剤

な
ど
が
側
溝
か
ら
川
に
流
入
し
て
い

る
も
の
で
し
た
。

・
ペ
ン
キ
や
油
、
洗
車
用
洗
剤
は
、

川
岸
や
水
辺
の
植
物
に
付
着
し
な
が

ら
流
れ
、
河
川
や
海
を
汚
し
ま
す
。

・
水
田
に
流
れ
込
み
、
農
作
物
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
川
の
魚
介
類
を
死
滅
さ
せ
、
自
然

破
壊
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

・
ペ
ン
キ
や
油
な
ど
は
、
残
さ
ず
使

い
切
り
ま
し
ょ
う
。

・
ペ
ン
キ
の
残
液
や
ハ
ケ
を
洗
っ
た

汚
水
は
、
紙
な
ど
に
染
み
込
ま
せ
廃

棄
物
と
し
て
、
適
切
に
処
理
し
ま

し
ょ
う
。

・
洗
車
な
ど
は
洗
車
場
で
行
い
、
洗

浄
排
水
が
側
溝
に
流
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
洗
剤
は
薄
め

る
か
、
で
き
れ
ば
使
用
し
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
町
の
川
に
も
多
く
の
生
物
が
生
息

し
、
川
の
水
を
農
作
業
に
活
用
し
て

い
る
方
も
い
ま
す
。

　
良
好
な
河
川
環
境
を
保
つ
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
町
に
は
、「
利
根
川
」「
戸
川
」「
大

柳
川
」「
富
士
川
」
と
、
私
た
ち
の
生

活
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
川
が
あ
り
ま
す
。 環境担当です

こんにちは！

使
用
済
家
電
を

〝
無
料
〟で
回
収
し
て
い
ま
す
！

【
回
収
品
目
】

・「
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ

ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・

乾
燥
機
」
以
外
の
使
用
済
家
電

・
使
用
済
小
型
家
電

【
回
収
場
所
】

・
ふ
じ
か
わ
協
業
組
合

　
☎
22
―
8
0
8
2

【
回
収
時
間
】

・
火
曜
日
、
金
曜
日

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時

・
第
3
日
曜
日

午
前
8
時
30
分
〜
11
時

旧姓使用OK!?

富士川町
男女共同参画推進委員会

町民生活課　生活環境担当　☎22－7209
Vol.11

川
の
汚
れ
の
原
因
は
？

ペ
ン
キ
や
油
な
ど
が

河
川
に
流
入
す
る
と
…

河
川
環
境
を

き
れ
い
に
保
つ
ポ
イ
ン
ト

▲ペンキが流入している様子

▲洗剤の流入により発泡した河川
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福
島
の
原
発
事
故
以
来
、
放
射
線

の
危
険
性
を
報
道
な
ど
で
耳
に
す
る

機
会
が
増
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
中

に
は
病
院
や
健
康
診
断
な
ど
の
X
線

検
査
に
不
安
を
お
持
ち
の
方
も
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
富
士
川
病
院
で
撮
影
に

使
用
す
る
放
射
線
量
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

X
線
撮
影
っ
て
ど
れ
く
ら
い

放
射
線
を
浴
び
る
の
？

　
放
射
線
は
、浴
び
た
量
を
示
す
際
、

Sv
（
シ
ー
ベ
ル
ト
）
と
い
わ
れ
る
単

位
を
用
い
ま
す
。

　
富
士
川
病
院
で
使
用
し
て
い
る
放

射
線
量
は
、
左
の
表
に
示
す
と
お
り

で
、人
体
へ
の
影
響
が
始
ま
る
の
は
、

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
1
，2
5
0
枚
、

胸
部
C
T
で
35
回
分
ほ
ど
の
撮
影
か

ら
出
現
し
ま
す
。

　
過
去
を
含
め
、
検
査
に
用
い
た
放

射
線
量
の
記
録
は
保
管
さ
れ
、
皆
さ

ん
の
被
ば
く
量
は
適
正
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

C
T
と
M
R
I
の
違
い

　
私
た
ち
は
皆
さ
ん
か
ら
「
C
T
と

M
R
I
は
何
が
違
う
の
？
」
と
よ
く

質
問
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

違
い
を
説
明
し
ま
す
。

◆
C
T
…
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら

「
放
射
線
」
を
当
て
、
そ
れ
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
解
析
す
る
こ
と
で
画
像

と
し
て
得
る
検
査
。
検
査
時
間
は
短

い
が
被
ば
く
し
て
し
ま
う
。

【
撮
影
が
得
意
な
部
位
や
疾
患
】

　
脳
出
血
、
胸
部
、
腹
部
（
腸
管
）、

骨
な
ど
の
領
域

◆
M
R
I
…
「
磁
力
」
を
使
っ
て
、

皆
さ
ん
の
体
の
中
に
あ
る
水
分
（
水

素
分
子
）
を
整
列
さ
せ
、
そ
れ
を
画

像
と
し
て
得
る
検
査
。
被
ば
く
は
し

な
い
が
、
検
査
時
間
が
長
く
、
大
き

な
音
も
す
る
。

【
撮
影
が
得
意
な
部
位
や
疾
患
】

　
脳
梗
塞
、
骨
盤
内
臓
器
、
整
形
外

科
領
域

　
た
だ
し
、
症
状
な
ど
に
よ
っ
て
は

別
の
機
械
で
検
査
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
医
師
や
放
射

線
技
師
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

［7月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

可搬式動力ポンプ一式　購入 天 神 中 條 1,200,000 東 八 防 災 ㈱
富士川町地域防災計画改訂業務委託 富 士 川 町 2,600,000 ㈱ぎょうせい　関東支社
富士川町橋梁定期点検業務委託 富 士 川 町 10,500,000 ㈱ サ ン ポ ー
町道仙洞田 1号線（八幡隧道）補修設計業務委託 髙 下 3,350,000 ㈱ サ ン ポ ー
利根川河川公園芝生他管理業務委託 大久保・𣇃米 930,000 山 梨 ガ ー デ ン ㈱
通学路路肩カラー化工事 大 久 保 1,860,000 ㈱ ス ギ タ 建 工
増穂小学校飛散防止フィルム貼工事（第Ⅱ期） 最 勝 寺 14,000,000 ㈱ 土 屋 工 業
富士川町有鰍沢団地給水ポンプユニット入替及び定水位弁取替工事 鰍 沢 2,052,000 甲 府 冷 暖 工 業 ㈱
増穂中学校建具改修工事（第Ⅱ期） 天 神 中 條 42,000,000 ㈱ 小 澤 工 務 店
町道上北梅林線道路改良工事 鰍 沢 7,330,000 鶴 田 組 建 設 ㈲
鰍沢汚水枝線管渠布設替工事 鰍 沢 4,100,000 鶴 田 組 建 設 ㈲
町道入町 3号線水路改修工事 鰍 沢 900,000 ㈱ フ カ サ ワ
町道箱原 10 号線道路改良工事 箱 原 2,400,000 栄 建 設 工 業 ㈱
東別館駐車場舗装等工事 青 柳 町 1,750,000 高 野 工 業 ㈱
町道下髙下 1号線舗装打換工事 髙 下 3,250,000 高 野 工 業 ㈱
町道平林伊奈ヶ湖線舗装工事 平 林 11,450,000 ㈱ 輪 田 道 路
富士川町第5期障害福祉計画策定に伴う実態調査等業務委託 富 士 川 町 1,150,000 山梨中銀経営コンサルティング㈱

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

富士川病院で使用している放射線量
単位：mSv（ミリシーベルト）

胸部レントゲン 0.2
バリウム検査 2
マンモグラフィー 0.1
胸部ＣＴ検査 7
頭部ＣＴ検査 2.6

人体への影響が始まる放射線量
単位：mSv（ミリシーベルト）

白血球やリンパ球の減少 250
悪心・吐き気・嘔吐 1,000
白内障 2,000

日常生活で浴びている放射線量
単位：mSv（ミリシーベルト）

大地からの放射線量 年間 0.48
宇宙から降り注ぐ放射
線量 年間 0.39

健
康
い
き
い
き
情
報

X
線
撮
影
に
使
用
す
る
放
射
線
量

今月は
富士川病院放射線部
が担当です

（15）平成 29. 9 月号　No.90



ラジオ体操でふれあい深める 2017ふじかわ夏祭り

宝くじ助成金により購入しました
大久保区

家族へ感謝の気持ちを届けよう

棚田学会賞を受賞
平林活性化組合

　7月 30日（日）、
町内 4 会場におい
て、ふれあいラジオ
体操会が行われまし
た。子どもからお年
寄りまで、多くの参
加者がラジオに合わ
せて元気よく体操
し、ふれあいを深め
ました。

　7月 22日（土）、県道
42 号線を歩行者天国と
して、ふじかわ夏祭りが
盛大に開催されました。
　会場には、露店のほか、
昔の遊びコーナーや落書
きコーナーがあり、特設
ステージでは、歌謡
ショーやお笑いライブ、
ヴァンフォーレ甲府選手
のトークショーなど、多
彩なステージイベントが
行われ、多くの人で賑わ
いました。

　財団法人自治総合セ
ンターから「平成 29
年度自治宝くじコミュ
ニティ助成」を受け、
購入しました。この事
業は、宝くじの受託事
業収入を財源として、
コミュニティ活動に必
要な備品や集会施設の
整備などに対して助成
を行い、地域コミュニ
ティの充実と強化を図
るとともに、宝くじの
普及広報事業を目的と
しています。

反射材で交通事故防止
　鰍沢警察署と鰍沢
交通安全協会などで
は、7月 14日（金）、
オギノ富士川店にお
いて、車のライトに
反射するたすき型の
反射材を配布しまし
た。これは、夜間の
歩行時の反射材着用
の啓発を目的に行わ
れ、配布前には道の
駅富士川において、
着用し、その効果も
確認しました。

　7月 19日（水）、
南アルプス郵便局と
株式会社はくばくで
は、町内の園児と児
童に親子ありがとう
レターはがきを贈呈
しました。このはが
きを使って、夏休み
の思い出や家族への
感謝を書き、届ける
ことにより手紙に親
しみ、家族の絆を深
めてもらうことを目
的に行われました。

　平林活性化組合
が、第 13 回石井進
記念棚田学会賞を受
賞しました。
　これは、棚田の保
全活動や調査研究な
どで顕著な業績をあ
げた個人や団体を表
彰するもので、同組
合の地域の活性化へ
の取り組みや環境保
全活動など「富士山
の見える棚田を守る」
業績が認められたも
のです。

▲利根川公園スポーツ広場

▲鰍沢小中学校校庭

○自主防災組織育成助成事業
・防災簡易無線（12台）

助成金額　600,000 円

平成 29. 9 月号　No.90（16）



町政バスが発車しました！

　8月 3日（木）、町政のことを皆さんに知っても
らうため、今年も「町政バス」を実施しました。
子どもから大人まで 22人が参加して、町の施設
や施策について学びました。町を探検！体験 !! 発
見 !! した 1日となりました。

探検！ 体験！！ 発見！！！ しゅっぱつしんこう♪

町政バスが発車しました！
【見学ルート】　釜無川浄化センター〜
ふるさと自然塾〜トレーニング室〜道の駅富士川

【釜無川浄化センター】

　汚れた水がきれいになるまでの仕
組みや流れを見て、聞いて、学びま
した。

【ふるさと自然塾】

　クラフト体験では、木の実を使っ
てオリジナルのストラップや小物を
作りました♪

【トレーニング室】

　インストラクターから器具の使
い方を教えてもらい、体験しまし
た。

【道の駅富士川】

　施設を見学した後は、買い物など
で楽しみました♪
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【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

親
子
で
楽
し
む

　
は
ー
と
ふ
る
コ
ン
サ
ー
ト

　
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
、
家

族
み
ん
な
で
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

◇
開
催
日　
9
月
3
日
（
日
）

◇
開
演
時
間　
午
後
2
時

◇
入
場
料　
全
席
自
由　
5
0
0
円

（
小
学
生
以
下
は
無
料
）

◇
演
奏
者

マ
リ
ン
バ
・
宮
崎
仁

ピ
ア
ノ
＆
エ
レ
ク
ト
ー
ン
・
福
澤
香

童
謡
歌
手
・
若
林
秀
和
、
な
げ
の
あ

や
か

バ
ロ
ン
と
世
界
一
周
楽
団

　
ボ
ー
ド
ビ
ル
ア
ゲ
イ
ン

　
「
ボ
ー
ド
ビ
ル
」と
は
、1
9
2
0

年
代
初
頭
か
ら
欧
米
で
大
流
行
し
た

シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
。
歌
、踊
り
、タ
ッ

プ
ダ
ン
ス
が
楽
し
い
世
界
一
周
楽
団

の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
で
す
。

◇
開
催
日　
9
月
10
日
（
日
）

◇
開
演
時
間　
午
後
5
時

◇
入
場
料　
全
席
自
由

　
一
般　
3
，0
0
0
円（
未
就
学
児

不
可
）

　
友
の
会　
2
，7
0
0
円

◆
同
日
開
催　
町
民
有
志
が
作
る
富

士
川
解
放
区
カ
フ
ェ
＆
バ
ー

　
日
本
酒・ビ
ー
ル・自
家
製
ジ
ュ
ー

ス
に
ウ
ェ
ル
カ
ム
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
も

あ
り
ま
す
。

◇
開
催
時
間　
午
後
4
時
〜
5
時

◇
開
催
場
所　
1
階
ロ
ビ
ー

ス
イ
ー
ツ
ク
ラ
シ
ッ
ク

V
ol.13

　
今
回
は
企
画
ス
タ
ー
ト
5
年
目
を

記
念
し
て
、
音
楽
ホ
ー
ル
で
の
本
格

的
な
環
境
で
演
奏
を
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
趣
を
変
え
た
ス
イ
ー
ツ

ク
ラ
シ
ッ
ク
へ
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め
は
お
早
め

に
！

◇
開
催
日　
9
月
16
日
（
土
）

◇
ス
イ
ー
ツ
タ
イ
ム
（
演
奏
前
）

　
午
後
2
時
〜
2
時
50
分

　
1
階
ロ
ビ
ー
フ
ー
ド
コ
ー
ト

◇
コ
ン
サ
ー
ト　
午
後
3
時
〜
4
時

（
予
定
）　
ホ
ー
ル（
客
席
で
の
鑑
賞
）

◇
出
演　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
デ
ル

フ
ィ
ー
ネ

〈
ゲ
ス
ト
〉
依
田
浩
（
ピ
ア
ノ
）

◇
入
場
料　

A
チ
ケ
ッ
ト
（
ス
イ
ー
ツ
券
＋
鑑
賞

券
）
1
，5
0
0
円　
限
定
80
枚

B
チ
ケ
ッ
ト（
鑑
賞
券
）1
，0
0
0

円

【
募
集
情
報
】

書
評
合
戦
2
0
1
7

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
出
場
発
表
者
募
集

　
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」と
は
、発
表

者
（
バ
ト
ラ
ー
）
が
お
勧
め
し
た
い

本
を
持
ち
寄
っ
て
、
5
分
間
で
紹
介

し
ま
す
。

　
観
覧
者
が
一
番
「
読
み
た
い
！
」

と
感
じ
た
本
に
投
票
し
て
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
（
チ
ャ
ン
プ
本
）
を
決
定
し
ま

す
。
発
表
者
や
観
覧
者
の
皆
さ
ん
全

員
が
参
加
し
て
楽
し
む
書
評
ゲ
ー
ム

で
す
。

　
人
を
通
し
て
本
を
知
る
。
本
を
通

し
て
人
を
知
る
。
知
的
書
評
合
戦
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

◇
日
時　
9
月
17
日
（
日
）
午
後
2

時◇
場
所　
1
階
ロ
ビ
ー

◇
入
場
料　
無
料

◇
締
め
切
り　
9
月
1
日
（
金
）

◇
募
集
人
数

　
小
学
生　
3
人

　
中
学
生
〜
大
人　
5
人

2
0
1
7
街
角
の
音
楽
会

出
場
者
募
集
の
お
知
ら
せ

■
10
月
28
日
（
土
）
開
催
の
街
角
の

音
楽
会
出
場
者
を
募
集
し
ま
す

　
音
楽
を
愛
す
る
町
の
皆
さ
ん
が
、

演
奏
す
る
喜
び
や
楽
し
さ
を
体
験
で

き
る
ス
テ
ー
ジ
を
提
供
し
ま
す
。

◇
会
場　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

◇
条
件　
町
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た

は
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

◇
お
申
し
込
み　
所
定
の
用
紙
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
未
成
年
者

は
、
保
護
者
ま
た
は
成
人
付
添
者
が

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

◇
参
加
費　
無
料

◇
締
め
切
り　
9
月
30
日
（
土
）
午

後
5
時
ま
で

◇
演
奏　
1
組
10
分
（
セ
ッ
ト
、
入

退
場
含
む
）舞
台
リ
ハ
ー
サ
ル
あ
り
。

※
申
込
受
付
締
切
後
に
、
出
演
者
事

前
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◇
日
時　
10
月
3
日（
火
）午
後
7
時

◇
場
所　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

※
原
則
、
生
演
奏
の
音
楽
会
で
す
。

音
響
機
器
類
な
ど
を
使
用
す
る
場
合

は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
内
容
に
よ
り
、
ご
要
望
に
お
応
え

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
貸
館
の
お
知
ら
せ
】

平
成
30
年
2
月
分
の
貸
館
受
付

◇
開
始
日　
9
月
1
日
（
金
）
午
前

9
時
30
分
に
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。

　
以
降
は
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22－8811　FAX	22－8815
Mail		info@fbkh.jp

ますほ文化ホール

NEWS
ますほ文化ホール
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◆9月のホームゲーム　（山梨中銀スタジアム・小瀬）
・	 9日（土）　18：00　VS清水エスパルス
・23日（土）　18：00　VS横浜F・マリノス

あの人の日々雑記

〜エッセ
イの愉しみ〜

『あの頃』武田百合子著　『三浦綾子 366 のことば』三浦綾子著
『倒れるときは前のめり』有川浩著　『老嬢物語』高楼方子著
『山猫珈琲』（上・下）湊かなえ著　『衣にちにち』群ようこ著
『夕暮れの時間に』山田太一著　『そもそも』西きょうじ著
『「もっと読みたい」と思わせる文章を書く』加藤明著

『本日も教官なり』小野寺史宜著
『バックステージ』芦沢央著　
『ヒストリア』池上永一著　『冤罪犯』翔田寛著
『末永く、お幸せに』あさのあつこ著
『ミステリークロック』貴志祐介著
『死神と道連　怪異名所巡り　9』赤川次郎著
『この世の春』（上・下）宮部みゆき著

おすすめ

新 刊 書

みんな大好き 児童書

『エリック・カールのイソップものがたり』（新刊書）
『月ようびは　なにたべる？』
『しりたがりやのこひつじ』
『たんじょうびのふしぎなてがみ』
『とうさんはタツノオトシゴ』
『プレッツェルのはじまり』
『パパ、お月さまとって！』

【映画化】
原作『トリガール！』中村航著（9/1 公開）
　　『ユリゴコロ』沼田まほかる著（9/23公開）
【テレビ化】
原作『伊藤くん　A	to	E』柚木麻子著
8/15 〜 TBSで放送中（全 8回）

おはなし会

9月と10月は　お休みとなります

戸籍の窓
自 7月 1日　至 7月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	天 神 中 條	 大熊　清眞	（しょうま）	 男	 清　裕
	 〃	 大熊乃々香	（ののか）	 女	 〃
	𣇃　　　米 長澤　　凪	（な　ぎ）	 女	 龍
	小　　　林	 保坂　亮太	（りょうた）	 男	 憲　一
	青　柳　町	 久保田　航	（こ　う）	 男	 真　矢
	鰍　沢　北	 高松ひかり		 女	 良　和
	 〃	 井上　七歌	（ななか）	 女	 宏　樹
	鰍　沢　南	 成島　唯仁	（ゆいと）	 男	 悠
	 〃	 海野　未羽	（み　う）	 女	 知　和

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	天 神 中 條	 長澤　洋利	 彩　華	
	𣇃　　　米 三浦　　亮	 綾　菜	 （ 中 村 ）
	青　柳　町	 小林　大祐	 理　沙	 （ 辰 己 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 篠田　公隆	 95	 美　　子
	 〃	 北條　勝子	 84	 高　　男
	 〃	 佐藤　一男	 87	 孝　　夫
	 〃	 矢崎きくゑ	 91	 克　　人
	小　　　林	 田中　松代	 94	 修
	 〃	 井上　和𠮷	 90	 和　　男
	長　　　 	 前田八重子	 84	 文　　男
	 〃	 海野ふさゑ	 92	 秋山　悟
	大　　　椚	 山﨑　榮助	 82	 久 目 子
	 〃	 風間　克彦	 73	 晃
	青　柳　町	 𡈽橋　伸介	 85	 尚　　子
	中　　　部	 依田つる子	 93	 一　　久

ひとのうごき（ 8月 1日現在）

人　口	 15,539 人	 （－ 8）
　男	 7,575 人	 （－ 2）
　女	 7,964 人	 （－ 6）
世　帯	 6,331 戸	 （＋ 1）	 ※ (　) 内は対前月比

スタジアムで応援しよう！

読書の秋 到来！

▲ロングセラー
『はらぺこあおむし』
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